


高
市
総
理
は
2
0
2
6
年
1
月
23

日
に
衆
議
院
を
解
散
、
そ
れ
に
伴
い

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
1
月
27
日
公

示
、
2
月
8
日
投
開
票
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

解
散
か
ら
16
日
後
の
投
開
票
と
い

う
戦
後
最
も
短
い
「
超
短
期
決
戦
」

の
選
挙
戦
で
し
た
が
、
私
た
ち
の
仲

間
が
結
集
し
た
中
道
改
革
連
合
に
と

っ
て
大
変
厳
し
い
結
果
と
な
り
、
自

民
党
は
単
独
で
2
／
3
の
議
席
を
獲

得
し
ま
し
た
。

選
挙
戦
に
勝
利
し
た
勢
い
で
、
高

市
総
理
は
令
和
8
年
度
予
算
案
の
年

度
内
成
立
を
試
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
衆
議
院
で
の
予
算
審
議
は

2
0
0
0
年
以
降
最
も
短
い
異
例
の

早
さ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
参
議
院
で
は
、
与
党
の
議
席

が
過
半
数
を
割
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、「
良
識
の
府
」
と
し
て
充
実
し

た
予
算
審
議
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
、

政
府
は
年
度
内
成
立
を
諦
め
ざ
る
を

得
ず
、
暫
定
予
算
を
組
む
状
況
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。
暫
定
予
算
は
3

月
30
日
に
衆
参
で
成
立
、
予
算
審
議

は
年
度
を
ま
た
ぎ
4
月
7
日
ま
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
予
算
案
は
暫
定
予
算
を

組
め
ば
年
度
を
超
え
て
も
審
議
で
き

ま
す
が
、
年
度
末
ま
で
に
成
立
さ
せ

な
い
と
国
民
生
活
や
国
の
活
動
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
重
要
な
法

案
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
「
日
切
れ

法
案
」
と
呼
び
ま
す
。
私
の
所
属
す

る
財
政
金
融
委
員
会
で
は
日
切
れ
扱

い
と
な
っ
た
法
案
が
4
つ
あ
り
ま
し

た
。
令
和
8
年
度
税
制
改
正
法
案
、

特
例
公
債
法
改
正
案
、
復
興
財
源
確

保
法
案
、
そ
し
て
関
税
法
改
正
案
で

す
。関

税
法
以
外
の
上
記
3
法
案
に
つ

い
て
、
3
月
23
日
に
参
議
院
本
会
議

で
会
派
を
代
表
し
、
政
府
に
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
高
市
総
理
が
質
疑
直

前
の
3
月
19
日
に
日
米
首
脳
会
談
に

臨
ん
だ
こ
と
か
ら
、
冒
頭
に
質
問
を

追
加
。「
世
界
に
平
和
と
繁
栄
を
も

た
ら
せ
る
の
は
ド
ナ
ル
ド
だ
け
、
諸

外
国
に
働
き
か
け
て
し
っ
か
り
と
応

援
し
た
い
」
と
の
総
理
の
発
言
に
つ

い
て
、
そ
の
真
意
を
質
し
ま
し
た
。

高
市
政
権
は
「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
一
般
的

に
積
極
財
政
は
円
安
・
物
価
高
が
昂

進
す
る
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
そ
こ

で
特
例
公
債
の
発
行
期
限
を
5
年
間

延
長
す
る
政
府
の
方
針
に
対
し
て
、

毎
年
国
会
の
審
議
を
経
て
発
行
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
税
制

に
お
い
て
は
、
生
活
者
や
弱
い
立
場

に
あ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
々
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
巨
額
の
内

部
留
保
を
有
す
る
大
企
業
や
富
裕
層

に
対
し
て
は
応
分
の
負
担
を
求
め
、

適
切
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
で
円

安
・
物
価
高
に
対
応
す
る
重
要
性
を

訴
え
、
政
府
に
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

異
例
の
Ｒ
８
年
度
予
算
案
審
議

みらい会議に参加の高校生の皆さんと

JP労組退職者の会の皆さんが訪ねてくれました

大切な要請書を預かりました 心ひとつに東北集会

衆議院選挙応援国際女性デー 初めての海外派遣

「
良
識
の
府
」
参
議
院
に
て

高
市
政
権
の

財
政
運
営
の
あ
り
方
を
質
す

予算委員会は予算案の審議を行うだけではなく、
幅広く国政課題を議論する場でもあります。総理や
閣僚が入る質疑の際にはNHKによるテレビ中継が
入り、注目度も高まることから「国会の花形」とも
言われています。
2025年12月12日、初めてテレビ入りの予算委員会
の質疑に立ち、高市総理はじめ主要閣僚に直接質問
する機会を頂きました。
まずは「政治とカネ」の問題について、大臣規範
で大規模な政治資金パーティーを自粛するよう求め
られているにも関わらず、片山大臣が政治資金パー

ティーを開催していた問題を指摘しました。ニュー
スにも取上げられるなどの反響もありましたが、そ
の後政府は大臣規範を改正し、在任中の政治資金パ
ーティーを一律に自粛することを決定、一定の成果
を得ることができました。
また高市総理の掲げる「強い経済」について、民
間投資の促進の重要性は理解しつつも、政府が真に
なすべきことは、国民生活の安心・安定に向けたイ
ンフラ整備であると指摘しました。
その観点から、郵政民営化から十八年となるなか
での郵便のユニバーサルサービス確保の難しさにつ

いて、郵便事業の特有のコスト構造、つまり「郵便
物数は減少している一方で配達箇所数は変化してい
ない」という事実を、パネルを用いながら紹介しま
した。
郵便事業のみならず、地方自治体、公共交通、運
輸、医療、介護、教育分野をはじめとするエッセン
シャルワーカーの皆さんの使命感に政治は甘えては
いけない、強い経済は国民生活を支える人たちにも
光を当てるべきであると主張し、その持続性確保に
向けた政府の対応を求めました。

活動報告 3月23日 本会議登壇

12月12日 予算委員会
初めてのＮＨＫ中継入りの予算委員会質疑

郵便事業をはじめとするインフラ整備に対する

国の役割の重要性を指摘

SNSも日々
更新中！

登録・いいね！が
励みになります

宜
しく

お願いしま
す宜

しく
お願いしま

す

癒やしのひととき

昨年末に急逝された、しば後援会長の田村正勝先
生の思い出の会が、3月7日に早稲田大学近くの
ホテルで執り行われました。優しい笑顔と温かな
お人柄で、みんなに愛されていた田村先生。長い
間ありがとうございました。これからも見守って
いてください。

田村正勝先生思い出の会

YOUTUBEちゃんねるYOUTUBEちゃんねるしば慎一しば慎一 開設のお知らせ開設のお知らせ
YOUTUBEチャンネルでは政策や活動について配信していきます


